
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

刈和野大綱米プロジェクト 綱よい 
今年度から始まった 

”刈和野大綱米プロジェクト” 
大綱引きで有名な刈和野地区ですが、綱作りの後

継者不足や稲ワラの確保が課題となっており、 

若い世代に身近に感じてもらおうと、このプロジ

ェクトが立ち上がりました。 

当初の予定では、5月の田植えの後、秋の稲刈

り、2月上旬の綱よい、2月 10日の刈和野大綱

引き祭りの予定でしたが、稲刈りと祭りが中止に

なってしまいました。 

田植え 

5 月下旬 

稲刈り 

秋 

中止 

綱よい 
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このように、長い綱を転がして“より”をかけていきま

す。手を離してしまうと“より”が戻ってしまうので、

体重をかけて抑えます。かけ声は“ジョヤサ！” 

綱よいの作業は、たくさんの人数が必要なのがわかりま

すね。作業を指示してくれる方のかけ声で、息を合わせ

てゴロゴロ、何度も繰り返しました。 

３月３日、今回作業する綱は祭りに使うものではな

く、普段刈和野駅に飾っているレプリカの大綱を新し

くするためのものです。本番用の半分の長さというこ

とでしたが、綱の太さに圧倒されました。できあがっ

た大綱は、この先 20年ほど大綱展示場に飾られます。

新型コロナ以前は、２年生が綱よいボランテ→ 雄綱

ィアをしていましたが、生徒数の減少から今年度から

１・２年生が行うことになりました。午前中は地元の

中学生が雄綱を、午後は私たちが雌綱を作りました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

綱 3本に“より”

をかけたら、1本

に編み込んでい

きます。綱を持ち

上げて、反対側で

待っている人に

手渡し。 

う～重い、

早く受け取

って(^^;) 
← 雌綱の連結部

分を力自慢の男

子が回して、さら

に“より”をかけ

ます。2年生の男

子がとても頼も

しく見えました。 

ジョヤサ！

もう一回！ 

秋田テレビさんでは、３月４日（木）の昼の県

内ニュースと夕方の Live News あきたで流

れました。見てくれた人はいますか？ 

 


